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心疾患患者 14 名（男性 9人，女性 5人，年齢 67 ± 10 歳）を虚血性心疾患群（IHD群）とした。安静時心
電図で非特異的な ST-T異常を示したのは 6例で，他の 8例は異常所見を示さなかった。30 名の心疾患や胸
部症状の既往がなく，高血圧，糖尿病，高脂血症，喫煙などの冠動脈の危険因子を有さず，安静時心電図が
正常な健常者（男性 23 人，女性 7人，年齢 39 ± 14 歳）を対照群とした。
方法：（1）対照群，IHD群の安静時標準 12 誘導心電図及び 64 チャンネル心磁図を測定した。IHD群におい
ては経皮的冠動脈インターベンション（n＝ 12）または冠動脈バイパス手術（n＝ 2）を行い，これら冠血








学 位 の 種 類 博　　士（医　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4507　号
学位授与年月日 平成 19 年 11 月 30 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 人間総合科学研究科
学位論文題目 The integral value of JT interval in magnetocardiography is sensitive to 
coronary stenosis and improves soon after coronary revascularization
（心磁図の JT間隔積分値は冠動脈狭窄例において低値を示し，冠血行再建術
後早期に改善する）
主　査 筑波大学教授 医学博士 川　上　　　康
副　査 筑波大学准教授 博士（医学） 平　松　祐　司
副　査 筑硬大学准教授 博士（医学） 堀　米　仁　志




































審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究において，心磁図の JTi/QRSi値は，年齢による差異を示さず，虚血性心疾患を有する患者で有意
に低値を示し，冠血行再建術後に有意に改善し対照群との有意差が消失した。従って，JTi/QRSi値は虚血性
心疾患の評価，冠血行再建術後のフォローアップに有用であると考えられ，虚血性心疾患における心磁図の
有用性を明らかにした研究として価値ある論文である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
